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市内 9地区で
福祉推進委員・
民生児童委員
等による地域
活動を推進。 
地区正副代表
者会を隔月開
催、地区活動の
情報共有、意見
交換。 

宮川地区自治会活動が活発で委員会活動との結びつきも強い

地域福祉アクションプ
ログラム推進協議会
（定例会） 
地域支え合い推進員
によるアクションア
ワード推薦団体に関
するプレゼン

地区福祉委員会 

新体制による地
区委員会の始動
（1 月） 

2022年 10月 芦屋市社会福祉協議会作成

『小地域福祉活動の手引』
改定ワーキングチーム会
議（8/1、9/16） 
（福祉推進委員を交えた
活動の在り方の検討） 

第１回地域ケアシステム検討委員会

（7/4） 

地域福祉計画、地域福祉推進計画
をもとに、今年度の会議テーマを
「これまで挙げてきた成果の確認
（評価）」とすることで合意。 

第２回地域ケアシステム検討委員会

（9/6） 

ワークショップ方式で中学校圏域
ごとに「地域福祉活動」を出し合
い、これらの”のびしろ“の意見交換
を実施。 

生活支援体制整備事業意見交換会

（8/4） 

受託法人管理者、実務者による意
見交換会を実施。対象の拡大を意
図して多様な主体（地域見まもり
登録事業所）の実態把握を展開す
ることについて合意。 

重層的支援体制整備事業の方向性 

（市、社協による継続協議） 

これまでの事業や取組を評価し、
“芽のあるもの”のリノベーション
を展開していく。 

＜福祉推進委員の意見（抜粋）＞ 
コロナ禍で思うように活動ができず、モチベ
ーションが低下した 
高齢者に対する活動が多く、子どもや子育
てに関する活動が少ない 
福祉推進委員が地域で役に立っている実
感がない 

Keyword①：地域の担い手の養成 

Keyword②：子どもの地域生活課題 

ワーカーによる地域アセス
メントの視点・内容・展開
方法等について協議 

小
地
域
福
祉
活
動

全
市
域

11 月の委員一斉改選を踏ま
えた、地区担当による委員
会運営に関する協議開始

高齢者のみではなく、さま
ざまな世代の地域活動、居
場所・交流機会の把握に向
けたフィールドワーク 
（圏域あしもり会での共
通認識づくり） 

福祉推進委員の退任希
望、委員活動に対するネ
ガティブな意見の顕在化

福祉推進委員委嘱 
（12 月） 

新手引をもとに研修
を実施 

手引完成
（11 月） 

テーマ別協議体の組織化検討 

事例 別紙 

地区委員会での地域課題の抽出・整理 
（地区計画立案に向けた福祉推進委員
との協働アセスメント） 

地域課題に関する協
議に向けた「語り合う
会」の組織化の検討 

第４回地域ケアシステム検討委員会 

（1/11） 

地域ケアシステム検討委員会リノ
ベーション案検討 

第３回地域ケアシステム検討委員会

（11/2） 
これまでの全市域の地域福祉活動
の取組と今後のあり方・展望を協
議 

第１回地域ケアシステム検討委員会

での意見を受けて関係機関にヒア

リングを実施。 

（不登校の）子どもが学校へ通う
ために声をかけて誘い出したり、
登下校のサポート（所謂「社会的コ
ンパニオン」）があれば、もっと学
校に通える子どもが増えるのでは
ないか」という趣旨の意見が述べ
られたため、ヒアリングを実施。 

プラスワン岩園居場所事業 
多世代交流拠点「ひまわ
り」をオープン。 
地域住民の運営による居
場所づくり 

地域を知り、共有することが必要 
地区担当と地域支え合い推進員による地域アセスメント実施 

地域住民とアセスメント内容を共有 
地区福祉委員会で共有 

地域活動の目標や課題を選択 
地区活動計画の作成 

課題解決のための取組、協議の
場づくり、計画の修正 

語り合う会
実施 

【地域アセスメント実践によるつまづき・悩み】 
分野・領域の偏り、アクセス先が不明、エリ
アが広くマンパワーの限界

話し合う場づ
くりにつなが
るかも

課題１ 

地区福祉委員会の主体形成
は地域アセスメントを共有
するプロセスで進めたいと
考えているが、地区委員会
の現在の活動内容から、活
動の幅が大きく広がること
になり、負担感が大きい。
福祉推進委員の活動が知ら
れていないため、モチベー
ションが高くない。 

課題２ 

地縁型組織を担ってき
た住民の高齢化や担い
手不足、世代交代がう
まくいかない、活動へ
の負担感など、地縁型
組織による地域活動の
継続性に問題が出てい
る。 

課題３ 

コロナ禍により地域住
民同士の関係性構築や
催し物の継続ができ
ず、地域の様子の変化
が大きい。活動の工夫
をして活動再開や継続
を模索しているが、住
民のつながりを作り直
すことや、休止した活
動の再開が難しいとこ
ろもある。 

地域の福祉活動（把握） 

宮川地区の例

私たちのまちについ
て語り合う会の説明 

よくわからない

地域福祉推進
計画の説明 

いろんな人と「こんなまちにし
たい」を話し合いたい 

ヤングケアラー
勉強会 

地域の課題にも
目を向けたい 

令和４年度の実践スケジュール 

地域づくり実践展開プロセス
地域アセスメントを実践し、地域福祉活動計画等で地域住民とプロセスを共有し、地域福祉活動の充実をめざします 
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